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ＤＶ被害母子心のケア事業

１　事業の概要

　市町村におけるＤＶ被害母子の心のケアの取組を促進

するため、県がモデル実施と人材育成を行うことにより

全県下で実施できる体制を構築する。

　また、ＤＶ被害母子の自立と子供の健全な成長を支援

し、将来的なＤＶの連鎖を防止する。

（１）心理教育プログラムのモデル実施　2,020千円

（２）人材育成とネットワーク化　　　　1,240千円

（４）こどもほっとクラブの実施　　　　  500千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×0.8人＝7,600千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　心理教育プログラムのモデル実施　　モデル市と共催で集中的に実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村での実施プログラムの検討
　　イ　人材育成とネットワーク化　　　　　心理教育プログラムの講師養成講座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修了者のネットワーク化（（仮称）パープルネットさいたまの構築）
　　ウ　心のケア研修会の開催　　　　　　　市町村や民間団体を対象とした、ＤＶ家庭の子供に関する研修
　　エ　こどもほっとクラブの実施　　　　　心理教育プログラム受講後のフォローアップと仲間づくりの場の提供
（２）事業計画
　　ア　モデル実施　　　  ３市
　　イ　講師養成講座　　　２４人養成、講師ネットワーク化
　　ウ　心のケア研修会　　１回　　テーマ：ＤＶの子供への影響、プログラム実施の効果　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　対　象：市町村、民間団体・関係機関、学校関係、保育園（２００人）
　　エ　こどもほっとクラブ　モデル実施市で実施
（３）事業効果
　　ア　全県下でのプログラム実施体制の確立（被害母子が身近な市町村で受けられるようになる。）

　　ウ　ＤＶ家庭で育った子供が暴力の連鎖を断ち切り、将来、加害者にも被害者にもならずにすむ。
　　イ　被害母子が心のダメージを回復し、経済的に自立した生活を送れるようになる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　民間支援団体、子供への暴力防止活動を行う民間団体、保健師、保育士、スクールカウンセラー等、行政と民間
　　団体の連携により、地域における支援体制を確立する。（ＤＶ被害者支援団体：１６団体）
（５）成果指標（平成２８年度）
　　　心理教育プログラム受講後、自立・健全化への動機づけによる行動変容があった母子の割合　１００％

(単位：千円)

（３）心のケア研修会の開催　　　　　　　575千円

分野施策


